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学校だより 執筆・文責：校長 高濱俊彦

（生徒・保護者の皆様へ） 日常生活の様子（写真）はこちらのＨＰでどうぞ

いわき北地区中学生弁論大会（７月２日大野中学校体育館にて）

本校からは３年生の渡邉さんが参加し「もう一度チャンスを！」のタイトルで
スピーチを行いました。
「罪を犯した人の社会復帰」という深刻なテーマですが、「友達との待ち合わ

せ」という、身近な体験から得られた考えを発表し、優秀賞を頂きました。おめで
とうございます。

県中体連陸上大会（先週の４～５日に福島市にて）

本校からは６名が参加しました。その結果、女子共通１００ｍハードルに出場した
２年の田仲さんが８位に入賞しました。
ほとんどの参加者が、自己ベストへの挑戦という自分との戦いに勝てたのは、

大きな収穫になったはずです。お疲れ様でした！

東北地区ディベート選手権大会（７日の日曜日に仙台市にて）

本校からも精鋭１１人が参加し、「タクシー規制緩和の是非」について、熱い
論戦を繰り広げました。
その結果、３戦全勝し見事に優勝に輝き、全国大会への切符を獲得し、さらに「ベ

ストディベーター賞」を２年の伊藤さんが受賞しました。
綿密な取材や作戦立案が活かされました。おめでとうございます。

今学期を振り返ってみましょうか 生徒の皆さん！１学期の「勉強がんばった度」「忘

れ物ない度」「なかよくした度」を自己評価し、下の帯グラフにあらわしてみましょ
う。（蛍光マーカーなどで０からラインを伸ばしてみよう）
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勉強がんばった度→

実力発揮できず 実力フルに発揮中！
忘 れ 物 な い 度→

毎日忘れ物が～ 忘れ物な～し！
なかよくした度→

「意味のないいさかい」が・・・ 友達１００人！
この「なかよくした度」は中学生にとって大事かもしれませんね。これはキャ

リア教育でいう「人間関係形成能力」そのものであり、それを身につけるのは、
実際の世の中では本当に大切なことです。
さあ、どうでしょうか。満足できる結果でなくとも、これから十分に度数アッ

プはできるはずです。がんばれ、北中生！

来週の行事予定（いよいよ終業式が迫ってきました）

１６日（火）時間割変更：月曜日の授業 ＰＴＡ執行部会18:30～校長室
１７日（水）時間割一部変更：６校時は金６実施
１８日（木）時間割変更：火曜日の授業 ２学年ＰＴＡあいさつ運動
１９日（金）時間割：金１，金２，終業式、美化作業、昼食（お弁当）、学級活動

１４：０５下校、部活動はありません。


